
三
二

寛
政
・
享
和
期
に
お
け
る
桜
田
臥
央
の
点
帖
資
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 

江
戸
後
期
尾
張
俳
壇
の
月
並
句
合
（
二
）
―寺　

島　
　
　

徹

天
明
期
、
化
政
期
の
尾
張
俳
人
、
桜
田
臥
央
（
一
八
一
○
没
）
は
、
暮
雨
巷
一

世
加
藤
暁
台
（
一
七
三
二
〜
一
七
九
二
）
の
月
並
句
合
を
引
き
継
い
で
（
注
１
）、寛
政
期
、

化
政
期
に
尾
張
俳
壇
の
月
並
発
句
合
を
盛
ん
に
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

尾
張
俳
壇
に
お
け
る
暮
雨
巷
の
月
並
発
句
合
の
展
開
を
明
確
に
す
る
作
業
の
一
環

と
し
て
、
本
稿
で
は
手
元
に
集
ま
っ
た
桜
田
臥
央
の
点
帖
資
料
、
な
ら
び
に
、
関

連
資
料
で
あ
る
暮
雨
巷
関
係
の
連
句
評
点
の
点
帖
資
料
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

一　

暮
雨
巷
二
世
・
臥
央
の
月
並
句
合

桜
田
臥
央
は
、
通
称
、
玄
丈
、
別
号
、
暮
雨
巷
。
尾
張
国
名
古
屋
桑
名
町
の
医

師
。
安
永
後
期
か
ら
暁
台
の
あ
と
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
大
津
、
幻
住
庵
に
滞
在
、

暁
台
と
と
も
に
、
蕪
村
の
夜
半
亭
一
派
と
も
交
流
す
る
。
寛
政
二
年
の
二
条
家
俳

諧
で
は
執
筆
を
つ
と
め
る
。
暁
台
没
後
、
暮
雨
巷
を
継
承
、
宗
匠
と
な
り
、
月
並

句
合
を
基
盤
と
し
て
、尾
張
周
辺
の
俳
人
を
指
導
し
た
。
編
著
に
『
続
姑
射
文
庫
』

（
寛
政
十
年
）、『
幽
蘭
集
』（
寛
政
十
一
年
）、『
暁
台
句
集
』（
文
化
六
年
）
な
ど

が
あ
り
、
暁
台
の
顕
彰
活
動
に
励
ん
だ
様
子
が
う
か
が
え
る
（
注
２
）。

臥
央
の
月
並
句
合
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
尾
張
俳
壇
に
お
け
る
月
並
句
合
に
つ

い
て
（
上
）
―
桜
田
臥
央
を
中
心
に
―
」（
蒼
穹
70
号
、
平
成
17
年
３
月
）、「
尾

張
俳
壇
に
お
け
る
月
並
句
合
に
つ
い
て
（
下
）
―
桜
田
臥
央
を
中
心
に
―
」、（
蒼

穹
71
号
、
平
成
17
年
５
月
）
に
お
い
て
、
暮
雨
巷
の
月
並
句
合
の
継
承
、
臥
央
の

月
並
資
料
の
紹
介
を
も
と
に
素
描
し
た
。
ま
た
、
近
年
、
加
藤
定
彦
氏
「『
俳
諧

常
磐
草
』
の
紹
介
―
暮
雨
巷
月
次
句
合
の
余
波
―
」（
東
海
近
世
24
号
、
平
成
28

年
７
月
）
に
よ
っ
て
、
寛
政
初
期
か
ら
文
化
六
年
に
わ
た
る
、
暁
台
、
臥
央
の
月

次
句
合
の
覆
刻
資
料
が
紹
介
さ
れ
た
。
加
藤
氏
稿
に
よ
り
、
臥
央
の
暮
雨
巷
月
次

句
合
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
点
帖
資
料
に
焦
点
を
絞
り
、
あ
ら
た
な
資
料
を
紹
介
し
、
臥
央
の

月
並
句
合
の
特
色
の
一
部
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
拙
稿
「
尾
張
俳
壇
に
お
け
る
月

並
句
合
に
つ
い
て
―
桜
田
臥
央
を
中
心
に
―
」（
上
、
下
）
に
お
い
て
、
明
ら
か

に
し
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

○
暁
台
の
月
並
句
合
に
つ
い
て

暁
台
の
暮
雨
巷
月
並
句
合
の
特
徴
に
は
、
次
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
１
）　

季
の
題
は
正
統
的
な
縦
題
（
和
歌
題
）を
比
較
的
多
く
用
い
て
い
た
こ
と
。

（
２
）  　

暮
雨
巷
の
月
並
句
合
は
評
者
暁
台
が
京
都
に
居
住
し
な
が
ら
尾
張
門
弟
を　

指
導
し
て
い
た
こ
と
。

（
３
）  　

津
島
俳
壇
の
例
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
名
古
屋
以
外
の
新
し
い
尾　

張
門
弟
を
開
拓
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
。

（
４
）    

　
「
点
」
は
秀
逸
に
あ
た
る
「
鳴
鶴
」
を
ほ
と
ん
ど
出
す
こ
と
が
な
い
と
い　
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三
三

う
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
門
弟
の
鍛
錬
的
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と
。

○
暮
雨
巷
月
並
句
合
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て

暮
雨
巷
月
並
句
合
は
、
暁
台
没
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
一
月
）
後
も
行
わ

れ
て
い
た
。『
暮
雨
庵
評
ほ
句
集
』（
架
蔵
写
本
）
の
寛
政
四
年
二
月
以
降
の
記
録

が
四
ヶ
月
分
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
直
前
の
寛
政
三
年
九

月
か
ら
寛
政
四
年
正
月
の
間
に
月
並
句
合
に
ブ
ラ
ン
ク
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
暁
台
が
咽
の
病
を
患
っ
た
こ
と
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

○
点
印

暁
台
が
没
し
た
直
後
の
二
月
の
月
並
は
「
採
蓮
」「
桃
李
」
と
い
っ
た
漢
句
を

略
し
た
入
選
句
の
点
印
か
ら
変
更
さ
れ
、「
音
聞
」「
呼
続
」「
星
崎
」
の
よ
う
に

芭
蕉
ゆ
か
り
の
名
所
に
ち
な
ん
だ
名
称
に
代
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
暁
台
の

初
期
の
連
句
評
点
（『
百
歌
仙
』）
に
使
わ
れ
て
い
た
点
印
名
称
と
同
一
の
も
の
で

あ
る
。

○
参
加
者

入
集
者
は
暁
台
の
月
並
句
合
と
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
臥
央
月
次
句
合
の
入
選

者
の
内
訳
は
、
お
お
よ
そ
名
古
屋
、
起
、
津
島
、
知
多
、
清
洲
、
佐
屋
等
を
中
心

と
し
て
い
た
。

○
臥
央
の
点
取
俳
諧

真
野
家
文
書
（
注
３
）に
臥
央
の
評
が
多
く
見
ら
れ
、
寛
政
四
年
以
降
、
大
高
あ
た
り
の

俳
壇
に
も
臥
央
が
評
を
与
え
て
い
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
津
島
の
俳
人
、

堀
田
木
吾
が
記
し
た
『
俳
諧
知
之
随
筆
』（
蓬
左
文
庫
蔵
）
に
も
臥
央
の
名
が
散

見
さ
れ
る
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
「
臥
央
寄
暮
雨
巷
三
題
」
と
あ
り
、
臥

央
が
暁
台
句
合
の
引
継
役
あ
る
い
は
執
筆
を
つ
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。ま
た
、

臥
央
自
身
、
既
に
寛
政
二
年
冬
に
は
津
島
連
中
を
相
手
に
「
臥
央
評
五
題
」
の
句

合
を
行
っ
て
い
た
形
跡
が
う
か
が
え
る
。
寛
政
五
年
に
も
「
寛
政
五
癸
丑
二
月
三

月
句
合
臥
央
評
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
周
辺
資
料
よ
り
、
臥
央
が
正
式

に
暁
台
の
後
の
暮
雨
巷
月
並
句
合
を
継
い
だ
と
み
て
よ
い
。

○
暮
雨
巷
の
継
承

暁
台
晩
年
の
特
徴
は
、
京
都
を
中
心
に
居
を
構
え
、
二
条
家
俳
諧
の
創
始
、
月

並
句
合
興
行
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
安
永
末
の
上
方
、
大
津
在
住
か
ら
暁
台
に

寄
り
添
っ
た
臥
央
と
、
尾
張
の
留
守
居
を
守
っ
た
士
朗
。
結
果
か
ら
い
え
ば
、
暁

台
の
主
要
な
事
業
は
、
暮
雨
巷
二
世
を
継
ぐ
、
臥
央
が
引
き
継
い
だ
。
一
方
、
士

朗
は
寛
政
二
年
の
二
条
家
中
興
之
俳
諧
に
、
暮
雨
巷
門
の
筆
頭
に
着
座
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
『
二
条
家
御
俳
諧
雑
記
』（
山
崎
文
庫
蔵
）
に
「
士
朗
暁
台
の
後
を

命
ぜ
ら
れ
ど
も
御
会
不
勤
」
と
記
さ
れ
二
条
家
俳
諧
の
宗
匠
に
な
る
こ
と
を
辞
退

し
て
い
る
。
二
条
家
宗
匠
に
な
る
こ
と
と
名
跡
継
承
に
は
少
な
か
ら
ぬ
関
係
が

あ
っ
た
。
二
条
家
俳
諧
、
月
並
句
合
を
臥
央
が
嗣
ぎ
、
尾
張
俳
壇
の
地
盤
を
士
朗

が
嗣
い
だ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

二　

臥
央
の
月
並
点
帖
資
料

以
上
が
、
旧
稿
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
概
略
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
臥
央

の
点
帖
（
清
書
巻
）
に
関
す
る
資
料
の
調
査
・
分
析
が
手
薄
だ
っ
た
。
そ
の
面
に

つ
い
て
資
料
を
補
強
し
、
分
析
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
現
在
手
に
と
る
こ
と
の
で

き
た
臥
央
の
点
帖
に
つ
い
て
書
誌
を
示
し
て
み
た
い
。

〔
点
帖
１
〕
臥
央
評
「
二
題
句
合
」（
仮
題
）

　
　
　
　
　
　

書
誌

装
幀　
　

中
本
一
冊
。

表
紙　
　

共
表
紙
。

寸
法　
　

縦
二
一
・
五
×
横
一
五
・
六
糎
。

題
簽　
　

な
し
。「
二
題
句
合
」（
中
央
、
打
付
け
書
き
）

丁
数　
　

墨
付
き
十
一
丁
。

行
数　
　

半
丁
に
つ
き
五
句
。
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三
四

題　
　
　
「
桃
」「
蛙
」（
見
返
し
墨
書
）

寄
句
数　

五
十
句
。

奥　
　
　

僻
考
暮
雨
巷
判
詞　
「
臥
央
」（
白
文
方
印
）

　
　
　
　

寛
政
八マ

マ
丁
巳
春
三
月

書
写
者　

句
―
執
筆　

判
詞
・
添
削
臥
央
筆
。

点
印 　
　
「
星
崎
」
○
（
朱
）

年
代　
　

寛
政
八
年
か

所
蔵　
　

架
蔵

〔
点
帖
２
〕
臥
央
評
「
寛
政
九
・
十
年
点
帖
」（
仮
題
）

　
　
　
　
　
　

書
誌

装
幀　
　

半
紙
本
写
二
冊
。
袋
綴
。

表
紙　
　

砥
の
粉
色
、
布
目
紋
。

図２　臥央評「二題句合」落款

図１　臥央評「二題句合」（架蔵）
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三
五

行
数　
　

半
丁
に
つ
き
五
句
。

題　
　
　

  （
一
）「
冬
至
」「
冬
籠
」「
帰
り
花
」「
霜
夜
」「
大
根
引
」「
炭
」

　
　
　
　
（
二
）「
若
草
」「
雉
」「
柳
」「
春
の
風
」「
春
の
水
」

投
句
人
数　
（
一
）
三
十
人
（
推
定
）（
二
）
五
十
五
人
（
推
定
）。

寸
法　
　

  （
一
）
縦
二
四
・
二
×
横
一
七
・
五
糎
。（
二
）
縦
二
四
・
五
×
横
一

七
・
二
糎
。

題
簽　
　

な
し

丁
数　
　
（
一
）
墨
付
二
十
八
丁
（
二
）
墨
付
五
十
七
丁
。

図３　臥央評『にほひ深き部』（架蔵）

図４　臥央評『にほひ深き部』落款
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三
六

寄
句
数　
（
一
）
二
百
三
十
六
句
（
二
）
五
百
一
句
。

奥　
　
　

   （
一
）
時
寛
政
九
年
丁
巳
晩
冬
日
／
於
暮
雨
巷　

蓬
涯
判
。（
白
文
方

印
）

　
　
　
　
（
二
）
狂
墨　

暮
雨
巷
臥
央
判
「
暮
」「
雨
」（
朱
文
方
印
）

　
　
　
　

干
時
寛
政
十
年
戊
午　

仲
春
日

書
写
者　

句
―
執
筆　

判
詞
・
添
削
・
入
選
句
の
転
記
―
臥
央
筆

点
印　
　
「
星
崎
」「
呼
続
」「
音
聞
」　

○
（
朱
印
）

年
代　
　
（
一
）
寛
政
九
年
十
二
月
（
二
）
寛
政
十
年
二
月

所
蔵　
　

一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館

請
求
番
号　

Ｃ
俳
諧
11
「
暮
雨
庵
門
句
集
（
桜
田
臥
央
）」

備
考　
　

  

丁
刷
に
載
せ
る
た
め
の
高
点
句
（
音
聞
、
呼
続
、
星
崎
）
を
抜
き
出

し
、後
に
ま
と
め
て
「
た
ま
の
こ
ゑ
」（
九
年
）、「
出
乎
群
」（
十
年
）

と
し
て
、
俳
人
名
に
所
付
も
付
け
て
記
す
。
こ
の
部
分
は
、
臥
央
筆
。

（
一
）
に
は
朱
の
訂
正
も
所
々
見
ら
れ
る
。

〔
点
帖
３
〕
臥
央
評
『
に
ほ
ひ
深
き
部
』

　
　
　
　
　

書
誌

装
幀　
　

半
紙
本
写
一
冊
。
袋
綴
。

表
紙　
　

浅
葱
色
、
布
目
紋
。

寸
法　
　

縦
二
三
・
五
×
横
一
六
・
五
糎
。

題
簽　
　
「
に
ほ
ひ
深
き
部　

全
」（
中
央
）

丁
数　
　

墨
付
き
三
十
七
・
五
丁
。

行
数　
　

半
丁
に
つ
き
五
句
。

題　
　
　
「
余
寒
」「
木
の
芽
」「
初
春
」「
蛙
」「
柳
」

投
句
人
数　

四
十
人
（
推
定
）。

寄
句
数　

三
百
二
十
九
句
。

奥　
　
　

右
隠
士
暮
雨
臥
央
判
詞　
「
臥
」「
央
」（
朱
文
方
印
）

　
　
　
　

享
和
二
年
壬
戌
孟
春
日

書
写
者　

  

句
―
執
筆　

判
詞
・
添
削
・
入
選
句
の
転
記
（
に
ほ
ひ
深
き
部
）
―　
　
　
　
　

臥
央
筆

点
印　
　
「
星
崎
」「
呼
続
」
○
（
朱
印
）

年
代　
　

享
和
二
年
四
月

所
蔵　
　

架
蔵

　

備
考　
　

  

丁
刷
に
載
せ
る
た
め
の
高
点
句
（
呼
続
、
星
崎
）
を
抜
き
出
し
、
後

に
ま
と
め
て
「
に
ほ
ひ
深
き
部
」
と
し
て
、
俳
人
名
に
所
付
も
つ
け

て
記
す
。
こ
の
部
分
は
、
臥
央
筆
。

以
上
の
三
点
で
あ
る
。
寛
政
八
年
か
ら
享
和
二
年
ま
で
の
お
よ
そ
六
年
間
の
も

の
で
あ
り
、
壮
年
期
の
臥
央
の
俳
壇
経
営
、
評
点
の
傾
向
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
（
注
４
）。

　
「
二
題
句
合
」
は
、懐
紙
の
と
じ
合
わ
せ
で
あ
り
、高
点
「
星
崎
」
を
得
て
も
、

参
加
者
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
継
続
的
な
暮
雨
巷
五
題
月
次
句
合
と
は

別
立
て
の
発
句
合
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、『
寛
政
九
・
十
年
点
帖
』、『
に

ほ
ひ
深
き
部
』
で
は
、「
星
崎
」
以
上
の
点
を
得
れ
ば
、
作
者
名
が
明
記
さ
れ
る
。

そ
こ
か
ら
わ
か
る
参
加
者
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

『
寛
政
九
・
十
年
点
帖
』
は
、
起
の
邦
左
（
九
年
）
磊
石
（
十
年
）
が
巻
軸
の

高
点
を
と
っ
て
お
り
、
清
書
巻
を
彼
ら
が
褒
美
と
し
て
貰
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

磊
石
は
国
学
者
加
藤
磯
足
の
こ
と
で
邦
左
は
そ
の
甥
で
あ
る
。
暁
台
と
天
明
期
を

通
じ
て
深
い
交
流
が
あ
り
、
臥
央
が
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
（
注
５
）。『
寛
政
十
年
点
帖
』

を
中
心
に
参
加
者
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
起
の
磊
石
、
魯
石
、
如
水
、
菊
洲
、
兀

士
、
碩
外
、
鴉
兮
、
邦
左
、
寸
龍
ら
が
目
立
つ
。
最
大
勢
力
は
、
知
多
の
季
白
、

里
卜
、
可
逸
、
瓶
城
、
芦
扇
、
勿
視
、
大
芝
、
八
甫
、
松
木
、
市
丸
、
芳
洲
、
如

暁
、
其
猿
、
隠
市
、
烏
千
、
有
之
と
起
を
上
回
る
勢
力
で
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
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三
七

い
。
卜
二
、
貞
之
、
吐
虹
、
里
桂
、
不
若
、
庭
川
ら
清
洲
連
中
、
甫
水
、
一
水
、

黄
戎
ら
津
島
の
連
中
が
つ
づ
く
。
な
お
、単
独
で
は
、魯
角
（
大
ク
テ
）、孔
玉
（
三

河
）
の
参
加
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
帖
は
、
拙
稿
「
尾
張
俳
壇
に
お
け
る
月
並
句
合
に
つ
い
て
―
桜
田

臥
央
を
中
心
に
―
」（
上
、
下
）
で
引
用
し
た
「
暮
雨
巷
臥
央
撰
丙
辰
丁
巳
五
題

句
集
」
の
最
終
部
と
そ
れ
に
つ
づ
く
、
翌
年
二
月
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
そ
の
参
加
者
の
傾
向
は
、
こ
の
丁
刷
と
重
な
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
第

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、拙
稿
の
発
表
の
あ
と
、近
年
、加
藤
氏
「『
俳
諧
常
磐
草
』

の
紹
介
―
暮
雨
巷
月
次
句
合
の
余
波
―
」
が
紹
介
さ
れ
、
寛
政
四
年
頃
か
ら
文
化

六
年
に
か
け
て
臥
央
の
月
次
句
合
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

『
俳
諧
常
磐
草
』
に
よ
っ
て
、
臥
央
の
尾
張
俳
壇
の
経
営
を
よ
り
体
系
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
帖
を
『
俳
諧
常
磐
草
』
に

照
ら
す
と
、『
寛
政
十
年
点
帖
』
は
、
年
次
が
不
明
で
あ
っ
た
「
第
一
冊
廿
九
、

三
十
丁
（
注
６
）」
に
み
え
る
二
月
題
句
合
と
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ぎ
に
、
点
帖
『
に
ほ
ひ
ふ
か
き
部
』
を
み
て
み
よ
う
。『
に
ほ
ひ
ふ
か
き
部
』

は
、『
寛
政
九
・
十
年
点
帖
』
か
ら
三
、
四
年
後
の
点
帖
と
な
る
。
同
じ
く
、
起
、

知
多
、
清
洲
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
で
、
当
然
な
が
ら
、『
寛
政
十
年
点
帖
』
と
重

な
る
俳
人
も
多
い
。重
な
る
メ
ン
バ
ー
を
あ
げ
る
と
卜
二
（
清
洲
）、可
逸
（
知
多
）、

兀
士
（
起
）、
蛙
山
、
里
卜
（
知
多
）、
如
水
（
起
）、
蘆
川
（
清
洲
）、
孔
玉
（
三

河
）、
貞
之
（
清
洲
）、
大
芝
（
知
多
）
と
な
る
。
臥
央
を
と
り
ま
く
、
二
代
暮
雨

巷
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
言
え
る
だ
ろ
う
。『
俳
諧
常
磐
草
』に
照
ら
す
と
、「
第

一
冊
四
十
四
丁
目
」
に
合
致
す
る
。
臥
央
は
、
こ
の
よ
う
な
名
古
屋
外
延
部
の
尾

張
俳
人
を
月
並
句
合
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
傘
下
に
お
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。『
俳
諧
常
磐
草
』
か
ら
概
括
的
に
俯
瞰
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
一
部
丁

刷
に
漏
れ
て
い
る
俳
人
も
お
り
、
今
回
紹
介
し
た
点
帖
に
よ
り
、
寛
政
を
経
て
、

享
和
期
に
な
っ
て
も
、
そ
の
傾
向
に
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
が
裏
づ
け
ら

れ
よ
う
。『
寛
政
十
年
点
帖
』
と
『
に
ほ
ひ
ふ
か
き
部
』
を
比
較
す
る
と
、
規
模

が
半
分
近
く
に
減
少
し
て
い
る
が
、
寛
政
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
徐
々
に
後
退
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
く
、
月
に
よ
り
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
後

の
資
料
の
出
現
が
望
ま
れ
る
。

　
　
　
　

三　

臥
央
評
の
傾
向

つ
ぎ
に
、
三
種
の
発
句
合
の
点
帖
を
み
な
が
ら
、「
仮
名
遣
い
」「
切
字
」「
本

意
本
情
」「
俗
語
」な
ど
に
関
す
る
評
の
傾
向
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。（
点
印
は
、

（　

）
に
入
れ
略
称
で
示
し
た
。
句
の
清
濁
は
原
典
の
ま
ま
、
判
詞
は
（　

）
に

入
れ
、
清
濁
を
適
宜
付
し
た
。
ミ
セ
ケ
チ
は　
　

で
示
し
た
。）

（
星
）
鴬
の
こ
へゑ
定
ま
り
て
桃
の
花 

（
二
題
句
合
）

　

○　

何
や
ら
を
ミ
か
く
よや
ふう
な
り
鳴
蛙 

（
二
題
句
合
）

（
星
）
雉
子
の
声
焼
野
ゝ
烟
遥
か
な
り　
　
　
　
　

卜
二 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
　
　
（
野
ゝ
と
書
ハ
故
人
ま
ゝ
誤
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

 

わ
け
て
の
ゝ
字
ニ
可
書
事
也
）

（
星
）
若
草
や
人
の
と
ふほ
ら
ぬ
道
も
な
し　
　
　
　

黄
戎 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
　
　
（
か
よ
は
ぬ
）

    　

降
そさ
ふう
な
雲
の
ミ
に
し
て
餘
寒
哉  

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

    　

手
枕
や
夢
をお
と
ろ
か
す
は
つ
蛙 

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

（
星
）
をお
き
か
ね
て
をお
き
て
も
ねの
たこ
きる
余
寒
・さ
哉　

雪
阜 

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

　
　
　

衣
ほ
す
は
つ
木
の
も
へえ
る
芽
出
シ
哉 

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

（
星
）
江
戸
見
へえ
て
伝
馬
へ継
下軒
るの
餘
寒
哉　
　
　
　

三
及 

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
契
沖
仮
名
遣
い
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
）
で

な
い
場
合
、
そ
れ
を
正
確
に
た
だ
そ
う
と
い
う
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
暁
台
の
点
帖

に
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、臥
央
の
場
合
も
顕
著
で
あ
る
。
臥
央
は
、

― 178 ―



寛政・享和期における桜田臥央の点帖資料について ― 江戸後期尾張俳壇の月並句合（二） ―（寺島　徹）

三
八

こ
の
よ
う
に
、
切
字
に
関
す
る
言
及
・
添
削
も
多
く
み
ら
れ
る
。
切
字
の
用
い

方
に
関
す
る
具
体
的
な
言
及
も
多
く
み
ら
れ
、
批
正
の
上
、
高
点
を
得
て
い
る
も

の
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
傾
向
は
仮
名
遣
い
の
と
き
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、

句
の
構
造
上
「
切
れ
」
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
内
容
に
も
深
く
関
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
高
点
を
与
え
て
い
な
い
場
合
も
目
立
つ
。

　
　
　

風
つ
れ
て
の
ひ
る
や
う
也なる
柳
哉 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
　
（
也
の
か
な
と
ま
り
侍
ら
ず
）

　
　
　

若
草
や
こ
ほ
れ
出
た
る
袂
哉  

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
　
（
や
か
な
と
ハ
申
し
が
た
し
）

と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
「
や
・
か
な
」
の
規
則
に
反
し
た
例
な
ど
の
批
正
も
み
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
拙
く
、
重
い
誤
り
に
は
高
点
を
与
え
て
い
な
い
。

　
　

 

日
の
陰
の一
つ三あ
や
な
す
と
ふ
柳座
の
雫二
哉　
　
　
　
　
　

卜
二 

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

こ
の
よ
う
に
語
順
を
大
幅
に
入
れ
替
え
る
例
が
み
ら
れ
る
。
添
削
で
は
普
通
に

行
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
臥
央
の
場
合
は
と
く
に
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　

二
ツ
三
ツ
つ
ほ
ミ
も
た
の
・も
し
桃
の
花 

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
　
　
（
梅
な
ら
ん
か
）

　
　
　

飛
前
を
ね
し
む
ひ
て
見
る
蛙
哉 

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
ニ
て
も
）

　
　
　

人
の
果
は
只
春
水
の
な
か
れ
哉  

 （
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
　
　
（
春
の
字
の
は
た
ら
き
な
し
）　

　
　
　

・行
水
降
の
月
を
う
こ
か
す
柳
哉  

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

　
　
　
　
　
　
　
（
上
五
聞
え
か
ね
候
）

寛
政
元
年
に
、
士
朗
ら
と
本
居
宣
長
の
鈴
屋
門
に
入
門
し
て
お
り
、
国
学
へ
の
意

識
も
あ
り
、
仮
名
遣
い
へ
の
拘
り
も
強
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
卜

二
の
踊
り
字
の
よ
う
な
批
正
も
複
数
み
え
、
そ
の
よ
う
な
文
字
遣
い
に
も
拘
り
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
添
削
を
施
し
、
高
点
を
与
え
た
ケ
ー
ス
も
多
く
、

こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
面
よ
り
句
の
内
面
の
で
き
ば
え
を
重
視
し
て
い
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

（
星
）
一
年
にや
桜
お
ひ
こ
す
も
ゝ
の
花 

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
　
（
切
字
な
し
）

　

○　

つ
た
ひへ
聞
春
や
む
か
し
の
桃
の
花 

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
　
（
切
字
な
し
）

　

○　

ひ
な
の

又
美
し
きく
桃
の
花 

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
　
（
切
字
な
し
）

　

○　

若
草
にや
駒
は
か
り
と
ら
ぬ
歩
ミ
哉ふり  

（
寛
政
十
年
点
帖
）

（
星
）
春
の
風
・や
夕
と
な
り
て
しふ
つき
かあ
なる
りゝ　
　
　

季
白 
（
寛
政
十
年
点
帖
）

（
星
）
篝
火
に
魚
の
近
よ
るりぬ
春
の
み
つ　
　
　
　
　

吐
虹 
（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
　
（
切
字
難
し
）

（
星
）
奈
良
坂
ハや
寺
は〳〵
古朽て
もし
春
の
草　
　
　
　
　

磊
石 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　

春
風
に
き
の
ふ
も
け
ふ
も
雉
子
の
声 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
　
（
切
字
無
覚
束
）

　
　
　

春
雨
の
中
よ
り
雉
子
の
啼
出
し 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
　
（
切
字
無
覚
束
）

（
星
）
暮
か
ゝ
る
日
やかけ
静け
まや
りけ
てし
雉
子
の
声　
　
　

里
宝 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

（
星
）
晴
を
啼
雉
子
に
又
ふ
る
さ
小ゝ

の
雨
・かな

　
　
　
　
　
　
（
切
字
な
し
）

（
星
）
初
春
のや
風
行もや
は
ら
く
道
の
吉
野
口　
　
　
　
　
　
　

雪
水 

（
に
ほ
ひ
ふ
か
き
部
）
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三
九

　
　
　

不
二
の
峯
雨
に
腰
折
蛙
か
な 

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

　
　
　
　
　
　
　
（
か
は
つ
ハ
住
ま
じ
き
か
）

詠
み
込
む
語
の
本
意
本
情
を
上
手
く
読
み
取
れ
て
い
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
、

他
に
振
る
（
振
り
替
え
ら
れ
る
）
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
然
評
価
は
低
く
、
具
体

的
に
指
摘
も
さ
れ
る
。「
不
二
の
」
句
の
よ
う
に
、
対
象
の
取
合
せ
が
似
つ
か
わ

し
く
な
い
点
へ
の
指
摘
も
み
え
る
。

（
星
）
吉
野
山
春
た
つ
風雲の
う
こ
き
か
な

そ
初
桜　
　
　
　
　
　
　

雪
水  

 （
に
ほ
ひ
深
き
部
）

　
　
　
　
　
（
ち
と
む
つ
か
し
）

　
　

冬
暮
て
春
を
ら
く
花
に
初
桜 

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

　
　
　
　
　
（
ち
と
む
つ
か
し
）

　
　

初
春
や
心
ハ
木
の
芽
と
ふ
ハ
松  

（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

　
　
　
　
　
（
ち
と
む
つ
か
し
）

　
　

加
茂
や
し
ろ
鴬
の
筆
柳
也 
（
に
ほ
ひ
深
き
部
）

　
　
　
　
　
（
ち
と
聞
え
か
ね
候
か
）

「
む
つ
か
し
」
と
評
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
多
く
は
、
本
意
本
情
が
上
手
く

と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、「
聞
こ
え
な
い
」（
一
句
と
し
て
意
味
が
と

お
ら
な
い
）
と
の
指
摘
も
見
え
る
。

　
　
　

の
ほ
く
つ
て
右
に
つ
ら
う
つ
蛙
哉  

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
　
（
冠
五
あ
ま
り
の
俗
云
ニ
過
て
）

　
　
　

夕
蛙
鳴飛
や
小経道
の
よゆ
か
ミ
な形り      　

           

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
　
（
俗
言
ハ
ほ
句
ニ
不
好
平
話
を
正
す
が
本
意
也
）

　
　
　

一
ツ
鳴
ケ
ハ
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
鳴
蛙  　

         
  （

二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
　
（
め
づ
ら
し
か
ら
ず
か
し
）

俗
な
語
の
利
用
に
批
判
的
な
言
葉
が
目
立
つ
。「
の
ぼ
く
る
」
と
い
う
尾
張
の

方
言
を
批
判
し
、「
俗
言
ハ
ほ
句
ニ
不
好
平
話
を
正
す
が
本
意
也
」
に
、
発
句
の

格
へ
の
意
識
と
卑
俗
的
な
俗
談
平
和
を
た
だ
す
べ
き
と
の
姿
勢
が
よ
み
と
れ
る
。

「
一
ツ
鳴
ケ
ハ
」
句
の
た
だ
ご
と
的
な
発
想
へ
も
厳
し
い
批
判
が
み
え
る
。

　
　

鷺
を
り
て
鳴
や
む
小
田
の
蛙
か
な　

 

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
（
ち
と
古
め
か
し
）

　
　

よ
く
聞
ハ
蛙
か
き
く
け
こ
と
鳴
ぬ  

（
二
題
句
合
）

　
　
　
　
　
（
古
調
に
て
当
流
に
好
ミ
侍
ら
ず
）

一
方
で
、古
調
へ
の
批
判
に
も
注
意
し
た
い
。
前
代
の
風
体
へ
の
批
判
で
あ
る
。

と
く
に
、「
よ
く
聞
け
バ
」
の
よ
う
に
ま
る
で
雑
俳
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
手
法
や
、

美
濃
派
の
た
だ
事
的
表
現
に
は
厳
し
い
。
こ
の
傾
向
は
、
と
く
に
『
二
題
句
合
』

に
偏
っ
て
お
り
、
こ
の
句
合
が
通
常
の
暮
雨
巷
月
次
句
合
の
メ
ン
バ
ー
と
は
異
な

る
初
心
者
向
け
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
で
、
気
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
と
り
上
げ
た
い
。

　
　

若
草
や
け
し
き
調
ふ
明
の
雨 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
（
七
文
字
恐
れ
が
ま
し
き
）

○　

夜
嵐
や
く
た
け
て
渡
る
春
の
風                     

（
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
（
春
の
風
夜
ハ
あ
ら
し
に
乱
れ
け
り　

先
師
）

「
若
草
や
」
句
は
、
芭
蕉
の
「
春
も
や
ゝ
け
し
き
と
ゝ
の
ふ
月
と
梅
」（『
薦
獅

子
集
』
な
ど
）
の
措
辞
を
意
識
し
た
句
で
あ
る
。
そ
の
措
辞
を
使
う
の
は
、
恐
れ

お
お
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
暁
台
に
も
、
芭
蕉
を
意
識
し
た
「
月
に
よ
る
気
色

と
も
な
く
も
ゝ
の
花
」（『
暁
台
句
集
』『
暮
雨
巷
句
巣
』
等
）
が
あ
る
。
暁
台
の
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四
〇

も
の
は
、
芭
蕉
句
を
踏
み
な
が
ら
も
、
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
と
異
な

る
「
若
草
や
」
句
の
安
易
な
着
想
を
批
判
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
夜

嵐
や
」
も
、
暁
台
句
「
は
る
風
の
夜
は
あ
ら
し
に
み
だ
れ
け
り
」（『
暁
台
句
集
』

ほ
か
）
と
発
想
が
近
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
等
類
や
同
巣
と
い

う
問
題
と
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
暁
台
の
発
句
集
が
公
刊
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
臥
央
の
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
思
慮
さ
れ
よ
う
。　

「
趣
」
に
関
す
る
批
判
も
み
え
る
。

　
　

糸
柳
結
ひ
揚
た
り
舟
の
う
へ  

 （
寛
政
十
年
点
帖
）

　
　
　
　
　
（
趣
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
ニ
候
）

○　

春
雨
の
は
て
ハ
地
を
摺
柳
哉     

 （
に
ほ
ひ
深
き
部
）

　
　
　
　
　
（
其
趣
不
珍
重
）

と
く
に
、「
春
雨
の
」
句
は
、理
屈
く
さ
い
の
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。『
去

来
抄
』（
先
師
評
）
に
、「
凩
の
地
に
も
お
と
さ
ぬ
し
ぐ
れ
哉
」
と
い
う
去
来
の
句

が
、
最
初
「
凩
の
地
ま
で
」
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
芭
蕉
が
「
い
や
し
」
と
し
て
、

直
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
理
屈
っ
ぽ
く
説
明
的
に
な
る
句
を
批
正
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
臥
央
の
指
摘
も
、
春
雨
の
せ
い
で
柳
が
地
面
に
つ
く
と
い
う
説
明

的
な
趣
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
星
）
雉
子
の
声
宇
治
の
川
き
り
晴た
え
〳
〵
に

に
け
り　
　
　

如
水   

（
寛
政
十
年
点
帖
）

こ
れ
は
、
定
頼
の
「
朝
ぼ
ら
け
宇
治
の
川
霧
た
え
だ
え
に
あ
ら
わ
れ
わ
た
る

瀬
々
の
網
代
木
」（『
千
載
集
』『
百
人
一
首
』）
を
本
歌
と
し
て
い
る
。
宇
治
川
の

霧
が
晴
れ
た
ら
、
網
代
木
で
は
な
く
、
雉
子
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
す
る
と
こ

ろ
が
俳
諧
で
あ
ろ
う
が
、
臥
央
は
、
よ
り
本
歌
に
寄
り
添
う
形
で
添
削
し
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
臥
央
の
批
評
、
添
削
の
傾
向
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
き
た
が
、
切
字
、

仮
名
遣
い
な
ど
作
法
的
な
こ
と
は
師
で
あ
る
暁
台
を
、
あ
る
程
度
忠
実
に
受
け
継

い
で
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
古
風
や
た
だ
事
、
理
屈
へ
の
批
判
も
み

え
た
。
こ
れ
ら
も
、
暁
台
の
志
向
と
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
代
全
般
の
蕉
門

の
傾
向
と
も
通
底
す
る
た
め
、
臥
央
の
独
自
性
な
の
か
、
時
代
の
影
響
な
の
か
、

今
後
よ
り
精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
射
倖
性
は

低
く
、
鍛
錬
的
な
発
句
合
で
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
え
よ
う
。

こ
こ
ろ
み
に
、『
寛
政
十
年
点
帖
』
の
最
高
点
「
音
聞
」
を
得
た
巻
軸
句
を
示

し
て
お
こ
う
。

（
音
）
雉
子
の
声
宇
治
の
川
霧
た
え
〳
〵
に　
　
チ
タ
如
水 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

（
音
）
奈
良
坂
や
寺
は
朽
て
も
春
の
草　
　
　
　

オ
コ
シ
磊
石 

（
寛
政
十
年
点
帖
）

平
明
か
つ
本
意
本
情
に
の
っ
と
っ
た
比
較
的
格
調
の
高
い
句
を
好
ん
で
い
る
と
い

え
よ
う
か
。
そ
れ
は
、
臥
央
の
代
表
句
、

　
　

秋
の
夜
の
あ
る
こ
と
し
ら
ば
窓
の
月　

 

（
わ
ら
づ
と
）

等
に
も
い
え
る
こ
と
で
、
理
屈
、
趣
向
を
好
ま
ず
、
平
明
な
句
を
好
む
臥
央
の
一

面
が
点
帖
の
評
か
ら
も
み
て
と
れ
よ
う
。

　
　
　
　

四　

帯
梅
の
連
句
評
点

臥
央
の
三
つ
の
月
並
句
合
の
点
帖
を
紹
介
し
た
。
点
帖
の
調
査
の
過
程
に
お
い

て
、
右
に
み
た
発
句
合
の
点
帖
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
名
古
屋
市
博
物
館
に

「
暮
雨
巷
判
」
と
す
る
連
句
評
点
の
点
帖
も
残
存
す
る
こ
と
を
見
出
し
得
た
。
評

の
傾
向
を
み
る
た
め
、
紹
介
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
書
誌
を
示
そ
う
。
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四
一

　
　

書
誌

装
幀　
　

半
紙
本
一
冊
。

表
紙　
　

紺
色
、
菊
紋
散
ら
し
（
後
装
）。

寸
法　
　

縦
二
四
・
五
×
横
一
七
・
二
糎
。

題
簽　
　

左
肩
・
無
記
。

丁
数　
　

墨
付
き
四
丁
。
遊
び
紙
三
丁
。

行
数　
　

半
丁
に
つ
き
五
句
。

句
数　
　

歌
仙
一
巻

奥　
　
　

右
暮
雨
巷
判

書
写
者　

句
―
執
筆　

判
詞
・
添
削
帯
梅
筆
。

点
印　
　
「
高
砂
」・
桜
紋
な
ど

所
蔵　
　

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

請
求
番
号　

和
は

－

69
（『
俳
諧
歌
仙
「
蚊
遣
り
火
を
…
」』）

奥
に
は
暮
雨
巷
の
落
款
が
あ
る
が
、
落
款
印
も
不
鮮
明
で
、
一
見
し
て
宗
匠
の

特
定
が
し
づ
ら
い
。
た
だ
、
暮
雨
巷
一
世
暁
台
、
二
世
臥
央
の
筆
蹟
と
は
異
な
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
暮
雨
巷
三
世
村
瀬
帯
梅
の
評
点
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。点
印
が
、

暁
台
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
臥
央
の
も
の
と
異
な
る
こ
と
、
ま
た
、
巻
軸
・
点
位

の
メ
ン
バ
ー
、
民
情
、
梅
裏
が
尾
張
横
須
賀
の
帯
梅
と
関
わ
り
の
深
い
俳
人
で
あ

る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
づ
け
よ
う
。
短
冊
な
ど
に
見
ら
れ
る
帯
梅
の
筆
蹟
と
も
と
く

に
矛
盾
し
な
い
。

帯
梅
は
、
村
瀬
氏
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）生
。
文
政
九
年
（
一
八
三
六
）没
。

名
は
、
祥
副
、
狐
塚
古
観
と
号
し
た
。
尾
張
横
須
賀
の
両
口
屋
如
東
の
息
で
、
暁

台
に
師
事
し
て
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
『
東
君
』
に
少
年
帯
梅
と
し
て
初
参

加
。
暁
台
没
後
は
臥
央
に
つ
い
た
。『
龍
の
登
』（
文
政
元
年
〈
一
八
一
八
〉）
を

編
み
、
こ
の
頃
暮
雨
巷
三
世
を
継
い
で
い
る
。
そ
の
俳
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の

服
部
徳
次
郎
氏
『
暮
雨
巷
暁
台
の
門
人
』
等
に
詳
し
い
。

評
の
内
容
で
あ
る
が
、
付
け
筋
、
三
句
わ
た
り
に
加
え
、
句
数
・
去
り
嫌
い
な

ど
、
作
法
の
面
で
の
指
摘
が
多
い
。
当
時
の
『
俳
諧
独
稽
古
』（
楼
川
編
、
文
政

十
一
年
跋
）
な
ど
の
作
法
書
に
は
、
少
々
の
指
合
は
見
逃
せ
と
書
い
た
も
の
も
少

な
く
な
い
が
、
帯
梅
は
、
か
な
り
厳
し
く
知
多
の
門
弟
を
批
正
を
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。
師
で
あ
っ
た
暁
台
は
式
目
、
作
法
に
殊
の
外
厳
し
い
と
い
う
通

説
が
あ
っ
た
が
、
帯
梅
も
こ
れ
に
習
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
年
代
は
帯
梅
の
暮

雨
巷
継
承
を
考
慮
す
れ
ば
、
文
政
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
分
析
に
資
す
る
資
料
で
あ
る
た
め
、
全
文
を
翻
刻
し
て
お
き
た
い
。
点

印
は
、（　

）
に
入
れ
て
示
し
た
。
原
則
新
字
体
を
用
い
る
。
句
の
清
濁
・
仮
名

遣
い
は
原
典
の
ま
ま
、
判
詞
は
（　

）
に
入
れ
、
清
濁
を
適
宜
付
し
た
。

　
　
　

翻
刻

　（
高
）
蚊
遣
火
を
人
の
来
て
焚
庵
哉　
　
　
　
　
　
　

梅
裏

　
　
　

又
も
小
窓
を
探
る
涼
風　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
探
る
の
こ
と
葉
穏
な
ら
ず
）

　
　
　

は
ら
〳
〵
と
雨
も
つ
雲
の
飛
行
て

　
　
　
　
　
　
（
初
五
冠
リ
か
ね
候
）

（
高
）
ち
か
ら
一
は
い
さ
し
入
る
舟　
　
　
　
　
　
　

民
情

　
　
　

月
闇
く
覚
束
な
く
も
国
の
山

　
　
　
　
　
　
（
雲
の
打
こ
し
に
月
く
ら
く
と
云
テ
ハ

　
　
　
　
　
　

 

ゆ
か
し
が
た
し
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
桜
）
灯
細
き
鹿
小
家
の
軒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏

　
　
　

駕
籠
の
垂
下
ケ
て
も
風
の
空
寒
く　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
風
躰
二
句
去
れ
バ
よ
く
候
へ
ど
風
と
云
ず
に

　
　
　
　
　
　

 

依
り
た
し
。
見
渡
し
よ
ろ
し
か
ら
ず
。）

― 174 ―



寛政・享和期における桜田臥央の点帖資料について ― 江戸後期尾張俳壇の月並句合（二） ―（寺島　徹）

四
二

（
高
）
尋
ね
〳
〵
て
医
者
の
門
口　
　
　
　
　
　
　
　

巴
橋

（
高
）
孤
子
の
眉ミ
目メ
よ
く
生
立
愛
盛
り　
　
　
　
　
　

楚
嵐

　
　
　

ま
つ
し
き
中
に
重
き
忠
孝

　
　
　
　
　
　
（
下
七
文
字
か
た
く
て
時
ニ
お
く
れ
候
）　　
　

」

（
桜
）
お
り
〳
〵
に
夜
深
き
空
の
神
詣　
　
　
　
　
　

情

（
高
）
わ
す
れ
か
ね
つ
る
文
の
や
く
そ
く　
　
　
　
　

仝

　
　
　

侭
な
ら
ぬ
身
そ
恨
ミ
鳬
掛
り
人

　
　
　
　
　
　
（
け
る
こ
そ
等
の
手
尓
葉
御
吟
味
句
作
可
被
成
候
）

　
　
　

手
な
れ
ぬ
業
を
習
ふ
此
秋

　
　
　
　
　
　
（
ふ
の
ぬ
さ
し
合
候
）

    　

稲
刈
の
と
や
〳
〵
帰
る  

の
月

　
　
　

足
洗
ふ
に
は
よ
い
落
し
水

　
　
　
　
　
　
（
稲
か
り
ニ
落
し
水
か
ゝ
り
過
候
）

（
桜
）
潔イ
サ
キよ

く
い
な
ゝ
く
花
の
二
才
駒　
　
　
　
　
　

嵐

　
　
　

霞
の
は
れ
て
矢
つ
ほ
違
は
す

　
　
　

春
ふ
か
く
吾
妻
生
立
と
仰
か
れ
し

　
　
　
　
　
　
（
生
立
と
云
こ
と
ハ
前
に
出
た
り
。
耳
立
候
）

（
絵
）
謡
お
し
へ
て
世
を
暮渡
する
ら
む　
　
　
　
　
　
　

情　
　

」

（
絵
）
押
懸
て
酒
宴
催
す
八
ツ
下
り　
　
　
　
　
　
　

裏

（
高
）
ま
た
生
壁
にの
いに
とほ
ふ
小
座
敷　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　
　

婚
礼
の
は
や
ま
る
針
に
雇
れ
て

　
　
　
　
　
　
（
云
た
ら
ず
）

（
桜
）
眠
り
も
せ
ぬ
に
明
る
短
夜　
　
　
　
　
　
　
　

橋

　
　
　

次
の
間
は
首
途
を
い
そ
く
木
賃
宿

　
　
　
　
　
　
（
居
所
三
句
去
べ
し
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
桜
）
谷
闇
き
こ
ゆ
る
安
部
川
の
水　
　
　
　
　
　
　

嵐

　
　
　
　
　
　
（
木
魂
か
）

　
　
　

心
ざ
す
敵
の
そ
な
へ
は
落
延
て

　
　
　
　
　
　
（
一
句
き
こ
へ
か
ね
候
）

（
桜
）
影
か
す
か
な
る
東
雲
の
月　
　
　
　
　
　
　
　

情

　
　
　

露
分
て
市
へ
切
出
す
真
桑
瓜

　
　
　
　
　
　
（
是
は
夏
ノ
句
也
。
秋
に
は
あ
ら
ず
。
西
瓜
と

　
　
　
　
　

 　

す
れ
ば
秋
也
）

　
　
　

秋
さ
ひ
し
ら
ぬ
賤
か
あ
は
ら
家　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　

子
供
よ
り
お
と
な
の
き
ほ
に
辻
踊

　
　
　
　
　
　
（
七
文
字
解
し
か
ね
候
）

（
桜
）
公
領
は
た
も
と
入
こ
み
の
村　
　
　
　
　
　
　

嵐

（
高
）
名
目
を
つ
け
て
刀
を
指
た
か
り　
　
　
　
　
　

情

（
絵
）
伊
勢
参
宮
に
人
気
さ
は
だ
つ　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　
　

気
も
合
ふ
て
前
髪
同
士
の
花
見
つ
れ

　
　
　
　
　
　
（
人
気
に
気
も
合
ふ
て
と
は
い
か
ゞ
）           　

 

」

　
　
　

た
ら
〳
〵
辷
る
若
艸
の
う
へ

 

右
暮
雨
巷
判
（
朱
印
）

　
　
　
　
　
　

三
十
五
点　

民
情

　
　
　
　
　
　

二
十
点　
　

梅
裏

　
　
　
　
　
　

十
四
点　
　

楚
嵐

　
　
　
　
　
　

八
点　
　
　

巴
橋

　
　
　
　
　
　
　

〆
七
十
七
点

注　１  

尾
張
の
加
藤
暁
台
の
事
例
を
拙
稿
「
暁
台
の
晩
年
と
月
並
句
合
」（
連
歌
俳
諧
研
究
94
）

「（
翻
刻
）
中
興
期
俳
諧
月
並
句
合
資
料
―
加
藤
暁
台
の
点
取
帖  

・
摺
物
・
投
句
控
」（
国
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四
三

文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
調
査
研
究
報
告 

19
号
）
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
。

２  
臥
央
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、服
部
徳
次
郎
氏
『
暮
雨
巷
暁
台
の
門
人
』（
愛
知
学
院
大
学
、

昭
和
47
年
）
が
詳
し
い
。

３
服
部
徳
次
郎
氏
『
真
野
家
文
書
』（
豊
明
市
編
纂
室
、
平
成
７
年
３
月
）
参
照
。

４
『
寛
政
九
年
点
帖
』
の
奥
に
「
蓬
涯
判
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、後
考
を
待
ち
た
い
。

５  

磊
石
は
起
の
本
陣
、加
藤
磯
足
の
こ
と
。
国
学
者
で
あ
り
、宣
長
門
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

『
美
濃
路
起
宿　

本
陣
・
問
屋
加
藤
家　

問
屋
永
田
家　

文
書
目
録
』（
尾
西
市
歴
史
民

俗
資
料
館
、
昭
和
61
年
３
月
）
参
照
。

６  

加
藤
定
彦
氏
「『
俳
諧
常
磐
草
』
の
紹
介
―
暮
雨
巷
月
次
句
合
の
余
波
―
」
の
六
十
八
頁

か
ら
七
十
一
頁
の
一
覧
表
に
よ
る
。

﹇
付  

記
﹈
入
校
後
の
調
査
で
、
東
海
市
横
須
賀
町
の
旧
家
に
、
暮
雨
巷
三
世
、
村

瀬
帯
梅
の
発
句
合
の
点
帖
二
点
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
来
、

本
稿
の
暮
雨
巷
二
世
臥
央
に
続
く
点
帖
資
料
と
し
て
紹
介
す
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。
本
稿
は
科
学
研
究
費
の
研
究
助
成
（
基
盤
研
究

（
Ｃ
）
課
題
番
号 17K

02471

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料

の
翻
刻
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
名
古
屋
市
博
物
館
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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